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長期計画全般について
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○長期計画全般について、各施策の前文にあたる＜現状と課題＞はもう少
し区民の日常的な問題意識や目線に合わせるような訴え方が必要に思いま
す。

○会議の席上でも申し上げたとおり、計画づくりは常に広報手段として区民
に訴えかける力が必要だからです。

○そのためには、中学生や高校生にも理解しやすい文体で書くと同時に、こ
れまでの施策とは違う、新しい計画内容や施策の手法を試みることが伝わっ
てくるような内容が提示されている必要があります。

○＜現状と課題＞に関する文章の修文については少し手に余る感があるた
め、各施策にある　「目的」欄について、次ページ以降に例示的に文章を考
えてみました。参考にしていただけれれば幸いです。現状の「目的」欄に書
かれている内容は、「取組み」と同様の文章が書かれているように思われるか
らです。

大内委員

「施策１　水辺と緑のネットワークづくり」について
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① 連続性のある水辺と緑の形成
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「河川・運河・道路等は、それぞれの個別の目的によって整備されてきたた
めに、区民の日常生活には使いにくいようなところができてしまいました。水
辺と緑を連続させることによって、区民が親しみやすいような空間を充実させ
ます。」

② エコロジカル・ネットワークの形成
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「生物は、多様な種が支えあうことで健全な生息が維持できます。都会の江
東区にも多くの生物の生息が確認されていますが、その実態は必ずしも正確
に把握されていません。より持続性のある生物環境をつくるために、そのネッ
トワークを形成することが重要です。」

③ みんなでつくる水辺と緑と自然
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「地域の自然環境を守り育てていくには、行政の力だけでは足りません。多
くの区民や事業所の皆さんの協力が必要です。子供から大人たちの多くが、
地域の自然を育んでゆくための仕組みづくりを推進します。」
　

大内委員

1



第２回長期計画策定会議後提出の意見メモまとめ

「施策２　身近な緑の育成」について
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① 芝生化の推進について
＜目的＞欄は以下のような文章にしてはどうでしょうか？
「公園や学校の校庭は、土がむき出しのままであったりコンクリートのものが多
くあります。風が吹くと砂塵を巻き上げて周囲の皆さんに迷惑をかけたり、怪
我の発生の危険もあります。芝生化を推進することは、そうした問題を解決す
るだけでなく、地域の気温
上昇を抑えることにもつながります。」

②歩行者が快適さを感じる道路緑化
　＜目的＞欄は以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「道路はこれまでどちらかといえば自動車交通の利便性のために整備され
てきました。そのために、散歩や談笑あるいはウインドウショッピングのための
快適性が確保されているとはいえない状況にあります。街路樹やベンチなど
の整備によって、外に出て歩く　　ことが楽しくなるような道路をつくります。」

③区、区民、事業者による緑化推進
　＜目的＞欄は以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「公園や道路といった公共施設のみの緑化では、地域の環境向上をはかる
ことができません。住宅、オフィス、工場などでも緑化を推進することで、地域
全体が緑に包まれた暮らしやすい環境が生まれます。緑化の技術について
も新しい手法が開発されていて
そのための支援に取り組みます。」

大内委員
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「施策３　地域からの環境保全」について
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① 環境意識の向上
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「環境問題の重要性は誰もが認識していますが、それを具体的に日常生活
のなかで実現するためには様々な工夫が必要です。家庭や学校、あるいは
職場でも可能な手法を学習する機会を増やします。」

② 計画的な環境保全の推進
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「環境問題の解決や環境の保全のためには、広範囲の区民の協力とともに
専門家による指導・助言も必要です。専門的な知見をもとに、長期的な取り
組みを可能にするための仕組みづくりをはかります。」

③ 公害等環境汚染の防止
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「大気、水質、騒音、危険物質など、環境汚染の危険は私たちの生活の周
囲に広範囲に存在しています。監視指導の専門家とともに、区民の日常的な
監視が問題の解決につながります。」

大内委員

「施策４　循環型社会の形成」について
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① 循環型社会への啓発
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょか？
　「エネルギー多消費社会から循環型社会への転換は、人類が求めるべき
目標です。その具体的手法については様々なものがあり、区民が分かりやす
く紹介する必要があります。」

② ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進
　＜目的＞欄を以下のような文章にしてはどうでしょうか？
　「循環型社会へと転換する基本的な考え方が、リデュース（減らす）・リユー
ス（再利用する）・リサイクル（再生させる）の三つです。ゴミの問題は、最も緊
急かつ重要な課題であり３Ｒの考え方を具体的に適用すべき課題です。」

もし可能なら、以下のような③を付け加えてはいかがでしょうか。
③ 循環型社会構築のための社会実験
目的：区民ひとり一人が循環型社会への転換を実感するためには、さまざま
な社会実験が必要です。実験のための支援の仕組みを用意します。
取組：全国各地あるいは世界各地で試みられている循環型社会のなかから、
江東区にふさわしいと考える手法を導き出す。

　　【取組例】カーシェアリング、パーク＆ライド、自転車専用道
　　　　　　　建造物コンバージョン　ほか

大内委員
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「施策５　低炭素型社会への転換」について
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① 自然エネルギー等の利用推進
　＜目的＞欄を以下のようにしてはどうでしょうか？
　「石油などの化石燃料への依存を減らすには、太陽や風力などの自然エネ
ルギーの利用が有効と考えられています。そのためには、公的な支援策が欠
かせません。」

② エネルギー使用の合理化の推進
　＜目的＞欄を以下のようにしてはどうでしょうか？
　「エネルギー利用の合理化には、個々の家庭や事業所だけでなく、地域全
体として連携をはかったシステムの構築が必要です。」

③ パートナーシップの形成
このサブ施策は、あまり内容がはっきりしません。別のものに入れ替えるべき
かもしれません。

大内委員
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